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研究背景
酸素流量計は、医療の場において、呼吸療法をはじめとし、重症患者

に対して、⽣命維持装置である⼈⼯⼼肺等にも幅広く使⽤されています。
その流量値は医療従事者が数時間毎に監視しているのが現状です。⼩児
の⼈⼯⼼肺等に使⽤する場合は、数週間単位で微量な流量調整が必要に
なり、もし流量が停⽌すると分単位で致命的な結果に繋がってしまいま
す。
本研究で開発した酸素流量計は、流量計の内部に触れることなく、視

覚表⽰、聴覚表⽰⼜は双⽅表⽰で、外部から流量の変化を監視すること
ができます。医療現場のニーズから⽣まれた成果です。
研究成果
・発光部からの信号を受光部センサで
受光している状態を正常とします。

・受光部において発光部からの信号が
浮き⼦の変動によって遮られると異
常と判断してアラームを作動します。
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【測定原理】

実⽤性
◆ボンベが空になったことをお知らせ
浮き⼦が流量の上限値を下限値の範囲内にあることを常時監視し、

流量の変化だけではなく、ボンベが空になった場合、瞬時にお知らせ
します。
◆誤動作防⽌
発光部・受光部センサを上下に２対セットすることで、上下どちら

のセンサが先に浮き⼦を捉えたかがわかるので、浮き⼦が上からきた
か下からきたかがわかります。浮き⼦が監視測定範囲内から逸脱した
と判断した場合、警報が作動します。

今後の課題
現在数種類の筐体の異なる流量計に対応しています。今後は、より多

くの形の流量計にも対応できるよう汎⽤性を持たせたいと思います。
また、上限値と下限値のアラーム⾳の変化に加え、警報発光⾊を変え

ることで、⾳とともに、発光⾊で警報内容の判断ができるようにする予
定です。
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